
 PRESS RELEASE  
清里フォトアートミュージアム（K・MoPA）展覧会開催のお知らせ

 2019年度ヤング・ポートフォリオ
            Young Portfolio Acquisitions 2019
           会期：2020年7月1日(水) ～ 11月8日(日)
             選考委員：川田喜久治、都築響一、細江英公(館長）
       東欧からアジア、日本まで、2019年度収蔵作品136点を一堂に展示
ヤング・ポートフォリオ (YP) とは、世界の若手写真家を支援するために、彼らの「原点」となる
貴重な初期作品を購入・収蔵し、後世に残す活動です。毎年一度、同名の公募を行っています。

  

上段左： 森本眞生（日本、1985） 《わたしの森》2018

上段中：許力静（中国、1986）《Rat》 2010-15

上段右：アリョーナ・カハノヴィチ（ポーランド/ベラルーシ、1985）《Plastic World》2018

下段左： 魏子涵（中国、1994）《異なる世界への入り口》2018

下段右：淵上裕太（日本、1987）《上野公園（いつもは、もっぱら歌舞伎町だ!!)》 2017

■開催概要      
展覧会名 ： 2019年度ヤング・ポートフォリオ   　　　　　  
会　　期 ： 2020年7月1日(水)～11月8日(日)
休  館 日  ： 毎週火曜日、但し9月22日、11月3日は開館 
会　　場：清里フォトアートミュージアム
開館時間：10：00～17：00（８月は18:00まで開館、入館は閉館30分前まで）
入  館  料：　一般 800円      学生600円     高校生以下無料       家族割引 1200円（2名～6名様まで）
                         ※団体での御入館は当面の間中止とさせていただきます。
交通のご案内　　車にて：中央自動車道須玉I.C.または長坂I.C.より車で約20分
                                  Ｊ　Ｒ：中央本線小淵沢駅にて小海線乗り換え 清里駅下車、車で約10分
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■本展の広報用画像
データにつきましては、
学芸員・綱が
tsuna@kmopa.com
承ります。
Tel: 0551-48-5599　

開館25周年

mailto:maeshima@kmopa.com
mailto:maeshima@kmopa.com


清里フォトアートミュージアムでは、2020年7月1日（水）から11月8日（水）まで、「2019年度ヤング・ポートフォリ
オ」展を開催いたします。
ヤング・ポートフォリオ（YP）とは、当館の理念の一つであり、「写真を通して世界の若者を支援する」ことを目的と
する文化貢献活動です。毎年、世界の35歳までの若手写真家の作品を公募し、第一線の写真家による厳正な選考を経て、 
若手写真家の「原点」となる貴重な初期作品を購入・収蔵し、後世に残す活動です。 選考された作品を、美術館が永久保
存するという、コンテストと異なる性格を持つ本活動は、世界でも他に類をみないものです。（2004年、公益社団法人・
日本写真協会より文化振興賞を受賞）
　YPは、当館開館の1995年度より継続して行っており、2019年度は第25回となります。これまで世界77カ国から10,508
人、137,252点の作品が応募され、そのなかから、46カ国の802人による6,241点の作品を購入いたしました。

■なぜ35歳なのか ー 芸術における青年期の意義を問う
芸術家は、青年期に強い意志と情熱をもって試行錯誤を重ねることにより、才能・資質が高められ、作品のクオリティが磨
かれます。研鑽を積んだ作家の多くは、おのずと30代には自己のスタイルを確立し、代表作となる作品を生みだしていま
す。青年の原点とも言うべき作品が、表現の領域を開拓し、歴史を築いてきました。そこには永遠の輝きがあります。

■YPとコンテストの違いは？
作家の世界観や芸術性を表現するポートフォリオ（作品集）となるように、 １枚だけでなく、複数の作品を収蔵すること
が特徴です。また、通常コンテストの入賞は１度限りですが、YPは、35歳まで何度でも応募することができます。20代か
ら35歳まで何度も収蔵することができれば、作家の成長を見守り、応援することが可能となるからです。

■写真家の成長とともに世界へ伸展するYP
これまで作品を収蔵してきた写真家のなかには、めざましい成長をとげ、土門拳賞や林忠彦賞、木村伊兵衛賞など内外の
様々な賞を受賞する写真家が誕生し、また東京造形大学、大阪芸術大学、九州産業大学などで、後進の育成にあたるなど、
多くの優秀な写真家が誕生しています。
　2014年には、東京都写真美術館にて清里フォトアートミュージアム開館20周年記念展「原点を、永遠に。」展を開催。
世界34カ国の197人（YPのみ）による約500点を展示し、世界を俯瞰しながら、写真表現の多様さを展望する展覧会を行い
ました。さらに、芸術における青年期の意義を問うという理念を明確に表現するべく、2018年、再び東京都写真美術館に
おいて、「原点を、永遠に。ー2018ー」を開催いたしました。同展は、当館が収蔵する全写真家の青年期（35歳まで）の
写真のみを展示したもので、会期前半は＜歴史篇＞として撮影年代順（1898年～2017年）に展示、後半は＜作家篇＞とし
て、作家名をABC順に展示しました。ヤング・ポートフォリオの作品だけでなく、写真史における重要な作品を多数含むこ
の展覧会は、一部再構成のうえ、2018年6月、国立台湾美術館に巡回。同館の開館30周年記念特別展「起始・永遠」として
開催され、成功裏に終了いたしました。今後も海外への巡回展を企画してまいります。

■YPの見どころ
作品選考は、当館館長のほか、YPの理念にご賛同いただいた現役写真家２名が行います。それぞれの写真家が手がける写真

のジャンルは多様ですが、表現意欲の強さ、視点の明確さなどが基準となるため、担当する選考委員によって何らかの“傾
向”が生まれるということはありません。若い才能に未来を託す思いで選考し、３名の選考委員全員が合意した作品を収蔵
します。特に近年応募の多いロシア、ポーランドなど東欧の国々、アジアでは中国、韓国、台湾、バングラデシュなどで

す。世界のさまざまな地域の特徴、多様な芸術性、そして、世界の若者が捉えた＜いま＞を俯瞰して見ることができます。　

■2019年度ヤング・ポートフォリオ（第25回）データ　
選考委員：川田喜久治、都築響一、細江英公(館長）
作品募集期間：2019年4月15日～5月15日  
応募者数：152人（世界22カ国より）　応募点数：3,848点  
購入者数：22人(国内10人・海外12人 / 8カ国・二重国籍を含む）
 　日本/マレーシア/ベラルーシ/中国/韓国/台湾/ポーランド/ロシア

購入点数：136点（全作品を展示いたします）
●1995年度から2019年度までに作品を収蔵した作家の総数：802人（46カ国）6,241点
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■2019年度ヤング・ポートフォリオ（以下YP2019）の見どころ
●ヴァーチャルな世界を日常と感じている世代は、現実をどのように捉えて
いるのか　
2019年度購入者は1985年から1993年生まれ。物心ついた時からデジタルカメラや携
帯で写真を撮って来た世代で、フォトジェニックなモノを捉える感覚が自然に培わ

れ、ヴィジュアルセンスが充満していると３人の選考委員も共通した印象を語りまし
た。
　 ヴァーチャルな世界が日常に溢れるなか、上野公園で撮影した淵上裕太の
〈UENO PARK〉シリーズなど、カメラを介して“キャラクター”ではない生身の

人間と対話し、自身の存在を確かめ、世界と向き合った作品が多く見られま
す。一方で、YPにて４回作品を購入している高島空太は、複数のイメージを組
み合わせてスケールの大きな“物語”を生み出し、デジタルでなければできない

豊かな創造性とイメージの抽象性が高く評価されました。
上：淵上裕太《上野公園（いつもは、もっぱら歌舞伎町だ!!)》 2017 
下：高島空太《untitled》2018

●自然への異なるアプローチ /  表現の可能性に挑む
井上拓海は、 バイオテクノロジーやヒトゲノム計画が進行する一方で、昆虫が世界で毎年2.5％
ずつ減っており、しかも３分の１が絶滅の危機にあることに着目しました。「生物とは何か、
生命とは何かを再定義するために何ができるのか」井上は、食物連鎖の底辺にあって、落ち葉
や動物の死骸を分解する役割を持つことから、昆虫を生物のシンボル的存在と考え、シリーズ
〈Life-e-motion〉を制作。ドライフルーツなどを組み合わせて撮影し、個々の種をみごとに“再
生”させています。 本展では、全25枚を展示いたします。　
　一方、桑迫伽奈の〈arteria〉シリーズからの作品《after the rain》は、インクジェット・プリ

ントに直接刺繍が施されています。刺繍を重ねることによって、作家は、記憶の中の
自然の色合い、光や風の表現にたどり着くことができたと言います。本展では、プリ
ントの表裏両面を展示し、繊細な手技をご覧いただきます。
　 彼らをはじめ多くの作家たちが、自由な発想によりアナログとデジタル両者の特徴
を駆使して、作家の記憶や想像上の「目に見えないもの」をどのように写真で表現す
るか、その可能性に挑んでいます。
上：井上拓海《Life-e-motion「モモブトオオルリハムシ(Sagra buqueti)」》2018 
下：桑迫伽奈〈arteria〉シリーズより《after the rain》2017

●日本へ留学中の作家の活躍
日本国内の美術大学、写真専門学校では、古くから台湾や韓国などから多くの留学生が写真を学んできました。近年では、
中国やロシアなどにもその範囲が広がっています。YP2019では、中国出身で、日本国内の美術大学で写真を学ぶRyu 
Ika（リュウ・イカ）、魏子涵（ギ・シカン）、許力静（キョ・リキセイ）らの作品が購入されました。彼らの持つ独特の
色彩感覚や、直観的な視線は、日本の若手にも大きな影響を与えることでしょう。

■YP2019作品購入作家  ★ は過去にもヤング・ポートフォリオで作品を収蔵した作家
1   ■ライオネル・ベナン・チャイ・テック・シオン（マレーシア、1992） 12  ■森本眞生（日本、1985） 　  
2   ■淵上裕太（日本、1987）　      　   13 ■中間麻衣（日本、1987） 　
3   ■波多野祐貴（日本、1985） 　　             14 ■Ryu Ika（中国、1994） ★
4   ■エリザベス・ハウスト（ロシア、1992） ★               15  ■佐藤祐介（日本、1984） 　   
5   ■シェリー・ホアン（台湾、1986）   　　16  ■高島空太（日本、1988） ★　  
6   ■イ・ユズ（韓国、1995）   　　　　　　　  17  ■ワン・シンイ（台湾、1985）
7   ■イイダユキ（日本、1991）              18  ■魏子涵（中国、1994）
8   ■井上拓海（日本、1992）                19   ■許力静（中国、1986）
9   ■アリョーナ・カハノヴィチ (ポーランド/ベラルーシ、1985)★           20  ■山下 裕（日本、1988）
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10  ■桑迫伽奈（日本、1990）              21  ■アガタ・ヴィオチョレック
11  ■ツナ・リー（韓国、1993）     (ポーランド、1992）
       　    24  ■ピョートル・ズビエルスキ
       （ポーランド、1987）★

過去のYPにて収蔵した作品＋3人の選考委員の初期作品各５点
35歳まで何度でも継続して作品を収蔵するのが、YPの大きな特徴です。実際にYP2019

にて収蔵した作家全18人のうち、5人が過去のYPでも作品を収蔵しています。彼らがど
のようにシリーズを発展させ、視点を深めているのかをご覧いただくため、過去YPで
収蔵した作品を同時に展示いたします。どうぞ最新作とあわせてご覧ください。また、
３人の選考委員の初期作品、すなわち“選考委員のヤング・ポートフォリオ”作品全15点
を同時に展示いたします。
左：選考風景。左から2019年度YP選考委員・川田喜久治氏、細江英公（館長）、都築響一氏

■川田喜久治（日本、1933）本展出品作品《地図》1960-67年（5点）
1955年、新潮社に入社。1959年、フリーランスとなり、細江英公、東松照明らとともに写真家のセルフエージェンシー
「VIVO」に参画（1961年解散）。1965年発表の写真集『地図』は、戦中戦後の日本人の記憶と未来を示唆する作品とし
て、全頁が観音開きというデザインとともに大きな話題を呼び、世に衝撃を与えた。その後の作品ではカタストロフィな世
界を展開。1990年代以降はいち早くデジタル技術を駆使し、新たなドキュメンタリー・ヴィジョンを構築している。代表
作に『聖なる世界』『ラスト・コスモロジー』『世界劇場』などがある。 

■都築響一（日本、1956） 本展出品作品《TOKYO STYLE》1993年（5点）
「POPEYE」「BRUTUS」誌などで雑誌編集者として活躍後、1993年、東京の人々の生活空間捉えた『TOKYO STYLE』を発
表。写真家としての活動を始める。日本各地に点在する秘宝館や奇妙な新興名所を撮影した『ROADSIDE JAPAN 珍日本紀
行』で第23回木村伊兵衛賞受賞。暴走族、デコトラ、パワフルな高齢者など無名の人々への取材を通して、現代の日本を描
く。2012年からは、他のメディアとは全く異なる視点から、好奇心の赴くままに取材し、発信する個人雑誌有料メールマ
ガジン『ROADSIDERS’ Weekly』を刊行中。

■細江英公（日本、1933） 本展出品作品《おとこと女》1960年（5点）
舞踏家・土方巽を被写体とした「鎌鼬」や、三島由紀夫を被写体とした「薔薇刑」(1963)など、特異な被写体との関係性か
ら紡ぎ出された物語性の高い作品により戦後写真の転換期における中心的な存在となる。東京工芸大学名誉教授。1995年
より当館初代館長。2003年、「生涯にわたり写真芸術に多大な貢献をした写真家」として英国王立写真協会より創立150周
年記念特別勲章を受章したほか、2010年、文化功労者。2017年、写真家として初めて生前に旭日重光章を受章した。

本年は開館25周年を記念し、20世紀の写真に多大な影響を与えた偉大な写真家の青年期
（YP=35歳まで）の作品を展示いたします。（下記はすべて当館蔵）

①7月1日(水)～8月31日(月）ウィリアム・クライン　10点
②9月2日(水)～10月5日(月)　ロバート・フランク　10点
③10月7日(水)～11月8日(日)　アンドレ・ケルテス　10点

①ウイリアム・クライン（アメリカ、1928-）初期作品＜東京＞10点
1956年に発表した写真集『NEW YORK』は、写真表現の既成概念を覆すブレやボケ、荒れた画面で構成され、過激で挑戦

的なその手法は、写真界に大きな衝撃を与えました。本展では、クラインが1961年に撮影した＜東京＞から、ヴィンテー
ジ・プリント10点を特別に展示いたします。小型カメラを手に東京を自在に動き回り、雑然としながらも高度成長期に沸く
街の生々しい表情を捉えています。
■William Klein 1928年、米・ニューヨークに生まれる。1950年代初め、パリでフェルナン・レジェに油絵を学び、画家を

目指していたが、この頃から写真も撮り始める。1954年、アメリカに一時帰国し、ニューヨークを撮影。1956年、写真集
『NEW YORK』として発表した。写真表現の既成概念を覆すブレやボケ、荒れた画面で構成されたクラインの過激で 挑戦的

4

同時展示

特別展示



な手法は、写真界に大きな衝撃を与え、森山大道や中藤毅彦など多くの日本人写真家にも強い影響を与えた。その後に発表
された『ローマ』（1959年）、『モスクワ』（1964年）、『東京』（1964年）を含めた都市の一連の作品は、当時の写真

の転換期を象徴すると同時に、現在も多くの写真家に影響を与えている。1965年以降は、映画作家としても活躍してい
る。

②ロバート・フランク（スイス、アメリカ、1924-2019）初期作品10点
2019年夏、当館にて開催した個展「ロバート・フランク展　 もう一度、写真の話をしないか。」が大きな話題となったロ

バート・フランク。同展では、当館の収蔵作品より多数のヴィンテージ・プリントと未発表作品を展示いたしました。折し
も会期中の９月９日、94歳にて亡くなり、そのニュースは世界中を駆け巡りました。写真や映像を愛する若者のみならず、
多くのクリエイターに影響を与えたフランク。最初期のヴィンテージ・プリントを10点展示いたします。

■Robert Frank 1924年、スイス・チューリッヒ生まれ。1947年、23歳の時にアメリカ・ニューヨークに移住。雑誌「ハー
パーズ・バザー」でファッション写真に従事する一方、南米やヨーロッパ各地への撮影旅行を重ねる。1953年にファッシ
ョン誌の仕事を辞め、フリーランス写真家となる。1955年・56年に9ヶ月間アメリカ国内の30州を撮影しながら車で旅し、

1958年にフランスで写真集『Les Americains』を、翌年アメリカ版『The Americans』を出版。移民者の目から見たアメリ
カの姿をありのままに写した一連の写真は反アメリカ的であると酷評されたが、フランクによって示された個人の視点に基
づく主観的な写真表現は、リー・フリードランダー、ダイアン・アーバス、ゲイリー・ウィノグランドら後進の写真家に大
きな影響を与えた。2019年9月、カナダのノバ・スコシア州にて逝去。享年94歳。

③アンドレ・ケルテス（ハンガリー、アメリカ、1894-1985）初期作品10点
優れた構図と計算された端正なイメージで知られるケルテス。パリのアーティストたちとの交流のなかで、シュルレアリス
ムや構成主義の影響を受け、日常の風景でありながら、異世界の佇まいを見せる作品が、多くの写真家に影響を与えまし

た。代表作の多くが35歳までに制作されています。
■André Kertész　 1894年、ハンガリー・ブダペストに生まれる。幼い頃、グラビア雑誌を目にし、映像に魅せられるが、
ブダペスト商業アカデミーを卒業する。写真は独学で学ぶ。第一次世界大戦中、小型カメラを持って従軍し、塹壕の生活を

記録するが、戦後再び証券取引所の仕事に従事する。1925年、パリへ移住。多くの芸術家と親交を深めた。翌年より、ケ
ルテスの写真がヨーロッパの主要な雑誌の紙面を飾りはじめ、フォトジャーナリズムの発展へ門戸が開かれた。1936年、
ニューヨークに移住、市民権を得る。1963年以降、ニューヨーク近代美術館をはじめ、世界各地で展覧会が開催された。
半世紀にわたるケルテスの作品からは、瞬間を凝縮させる鋭い感受性、斬新なデザイン、優しい眼差しが、世界中の人々を

豊かな写真表現の世界に導いた。1984年、ネガや関係書類の一切をフランス文化省に寄贈することを決意し、翌年ニュー
ヨークにて没す。

❶YP2019小冊子（A5サイズ、32ページ）★来館者には無料にて配布
各作家の作品数点、選考委員による対談や作品へのコメントを掲載。
❷YPデータベースには、過去20年余にわたる世界の若手写真家による収蔵作品画像のほか、作家略歴、アーティスト・　
ステートメントを掲載しています。作家名、収蔵年、国籍などで検索することができます。 様々な調査・研究の対象として
もご利用いただければ幸いです。
https://kmopa-yp.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本年４月の緊急事態宣言下、当館は、ホームページを通じて写真の世界に触れ、楽しんでいただけるよう、展覧会場の動画
を作成いたしました。宣言が解除された現在も、多くの方々に“ヴァーチャル美術館”をご覧いただけるよう、引き続きホー
ムページにて公開中です。
https://www.kmopa.com/?cat=23
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■YP2019収蔵作品より

　　　
←1　　　　　　　　　　　 ←2　　　　　　　　　　　　　　　

 
　
　    

    

←3 　 ←4 

←5　　　　　　　　　　　　 ←6

  　　　　　　　　　　　　　
　

←7　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 ←8

　　　　　 ←9　　　　　　　　　　　　 ←10
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←11　　　　　　　　　　　　 ←12

←13

❶ 井上拓海（日本、1992）《Lif-e-Motion「モモブトオオルリハムシ(Sagra buqueti)」》2018 

❷ 淵上裕太（日本、1987）《上野公園（いつもは、もっぱら歌舞伎町だ!!)》 2017 

❸ 森本眞生（日本、1985） 《わたしの森》2018

❹ 魏子涵（中国、1994）《異なる世界への入り口》2018

❺ イ・ユズ（韓国、1995）《語る身 Kataru mi》2019

❻ 許力静（中国、1986）《Rat》 2010-15 

❼ ワン・シンイ（台湾、1985）《Drag queens/kings in their rooms》2018

❽ 桑迫伽奈（日本、1990）シリーズ<arteria>より《after the rain》 2017 　(インクジェット・プリントに刺繍）

❾Ryu Ika（中国、1994）《Big Brother is Watching you》2018

10 アリョーナ・カハノヴィチ（ポーランド/ベラルーシ、1985）《Plastic World》2018

11ピョートル・ズビエルスキ（ポーランド、1987）《無題「木霊・翳」シリーズより》2018 

12 エリザベス・ハウスト（ロシア、1992）《We are》2018 

13イイダユキ（日本、1991）《fig FLOWERS》 2018　

●本展の詳細につきましては学芸員・山地裕子 yamaji@kmopa.com、
掲載用画像データにつきましては、学芸員・ 綱 tsuna@kmopa.comが承ります。            
   Tel: 0551-48-5599
ホームページ　　 http://www.kmopa.com　　　　　　　     
ツイッター　  https://www.twitter.com/kmopa　
フェイスブック 　https://www.facebook.com/kmopa
〒407-0301  山梨県北杜市高根町清里3545-1222 清里フォトアートミュージアム 
Tel:  0551-48-5599（代表）  Fax:  0551-48-5445 　Email:  info@kmopa.com
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